
モビリティ利活用ＷＧの今後の進め方

幕張新都心の良い点・課題感

【良い点】
●都市機能がコンパクトかつバランスよく高低差もない
●各地からのアクセス良い。インバウンド需要見込める

【課題感】
●各施設(要素）は集積しているが横連携やつながりがない
●施設間の距離感（徒歩では遠い）

－１－



モビリティ利活用ＷＧの今後の進め方

理想的な幕張新都心の姿

●遠方からの来訪者の増加、長期滞在
●モビリティによってエリアの活性化、都市機能の魅力ＵＰ

－２－

１．域内交通の最適化に向けた検討

２．資源把握及び各施設のニーズ把握が必要（別紙ヒアリングシート）

３．ＰＴの立ち上げ（仮予定、詳細調整中）

2021年に取組むべき事項（2022年３月までに実施）

2023年幕張新駅開業をマイルストーンに取組を実施



モビリティ利活用ＷＧの今後の進め方

本日のグループワークについて

●各施設（団体）における課題について
・施設間の移動の課題（手段、時間、距離、天候など）
・例）イオンモールからホテルへの移動手段

↪バスの便はなく徒歩のみとなり遠い

※千葉市作成のヒアリングシート参考にしてください

－３－

今後のスケジュールについて

●第３回ＷＧ ７月中旬予定（日程は後日ご案内いたします）

※今後のＷＧは１～２ヶ月に１度開催を予定いたします。


